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桁端部の塩害補修 
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使 用 機 器 
 

高速道路の桁端部 
使 用 実 績 

 

〔工法の特徴〕 

本工法は、橋梁桁端部の塩害の抑止を目的に開発された。橋梁桁端部は凍結防止剤による塩害

が全国で深刻な問題になっている。桁端部の施工は通常人が入れるほどの作業高は無い。そこで、

狭隘部への電気防食の施工を可能にする装置を開発し、12ｃｍ以上の隙間があれば塩害補修で最

も優れた工法である電気防食方法が施工できるようになった。ＧＥＣＳ工法の特徴を以下に示す。

1. 桁端部の作業空間が 12ｃｍ以上あれば施工可能。 

2. Ｖ型陽極のスプリングバック作用で溝内に固定される為、陽極固定材が不要。 

3. 狭隘部の桁下面、橋台上面の施工が可能。 

〔施工方法〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭隘部 ウォータージェットはつり 

狭隘部 断面修復 

照合電極設置 

陽極設置部の溝切り 

陽極設置溝内 金属片探査 

桁端狭隘部電気防食補修施工フロー 

陽極材設置 

ディストリビュータ設置 

配線・配管のソーラー電源設置
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施工前。  ＲＣ中空床版  
作業高さ 180ｍｍ 
橋座部 奥行 1100ｍｍ巾 8500ｍｍ 

狭隘部用に開発したウォータージェッ

ト用いて劣化部のはつりを行う。 

狭隘部専用ノズルを使用し、ポリマー

セメントモルタルの湿式吹付けで断面

修復を行う。 

溝切状況。レールが付いたコンクリート

カッターで巾 5ｍｍ、深さ 25ｍｍの溝を

形成する。 

   

120ｍｍ 以上 

桁 桁 

橋台 ｼﾞｬｯｷ式ｶﾞｲﾄﾞ   

集塵機付ｻﾝﾀﾞｰ又は 陽極設置用ﾛｰﾗ  ー

  

ﾓﾙﾀﾙ敷設後、Ｖ型陽極を専用押し込み

冶具で構内に押し込んで表面を仕上

る。 

配線・配管、電源装置の設置を行い施工

を完了する。 


